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議議 事事 次次 第第

•• 開会開会

•• 事業者挨拶事業者挨拶

•• 議事議事

•• 前回委員会の審議内容等の確認前回委員会の審議内容等の確認

•• 調査結果について調査結果について

•• 処理処理方針方針についてについて

•• 処理方法について処理方法について

•• 埋設廃棄物に関する情報とその対応について埋設廃棄物に関する情報とその対応について

•• 今後のスケジュールについて今後のスケジュールについて

•• 審議内容の確認審議内容の確認

•• 閉会閉会
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１１．調査結果について．調査結果について
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洪水時満水位時の
湛水線

櫨原

白谷

下開田

犬谷
戸入

門入

上開田

本郷

徳山ダム

塚

徳山ダム事業用地内において、現在対策実施中の白谷を含め９箇所で廃棄物等が埋設さ
れていることを確認している。

埋設確認箇所

旧一般廃棄物最終処分場（現在対策実施中）

洪水時満水位時の
湛水線

４

徳山ダム事業用地内埋設等箇所徳山ダム事業用地内埋設等箇所



調査進捗状況表

５

本　郷 犬　谷 下開田 上開田 戸　入 櫨　原 塚 門　入

①トレンチ調査 ● ● ● ● ● ●

②ボーリング調査 ● ●

①埋設物層分析
(溶出量、含有量)

● ● ● ● ● ● ●

②周辺土壌分析
(溶出量、含有量)

● ●

③埋設物層分析
ダイオキシン類(公定法)

● ● ● ● ● ● ●

④周辺土壌分析
ダイオキシン類(公定法)

● ●

⑤水質分析
（浸出水の水質27項目）

●

●　第２回委員会時に調査結果を報告した項目

●　第２回委員会以降に調査結果が出た項目

調査項目

（２）室内試験

（１）現地での確認調査



調査の結果（１）

６

・徳山ダム事業用地内で廃棄物の埋設等が確認された８箇所（白谷を除く）

について土壌溶出量試験、土壌含有量試験、土壌ダイオキシン類の分析

（４４検体）を実施し、完了した。また、塚について地下水分析（１検体）を実施
し、完了した。

・土壌溶出量試験では上開田の埋設物層で３検体、周辺土壌で１検体、

塚の埋設物層で１検体、鉛の土壌溶出基準値（0.01mg/L）を超過。

・土壌含有量試験では、上開田の埋設物層で３検体、櫨原の埋設物層で

３検体、鉛の土壌含有量基準値（150mg/kg）を超過。

・ダイオキシン類の分析では、全ての地点で土壌の汚染に係る環境基準値
（1,000pg-TEQ/g)以下であったが、本郷、戸入、櫨原、門入で各１検体が、

水底の底質の汚染に係る環境基準値（150pg-TEQ/g)を超過。

・塚の保有水が水質基準（1pg-TEQ/L)に係わる環境基準値を超過。



調査の結果（２）

７

○：基準値以下、×基準値を超過。

第２回委員会以降の分析結果は太枠により表示。

土壌環境基準 底質環境基準
溶出量試験 含有量試験

トレンチＢ ○ ○ ○ ○
トレンチＢ ○ ○ ○ ○
トレンチＩ ○ ○ ○ ○
トレンチＩ ○ ○ ○ ×
Ｃ２ 9.5～10.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ２ 13.2～13.6 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ２ 13.6～14.1 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｅ２ 21.3～21.7 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｅ２ 21.7～22.2 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ２ 7.1～7.7 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ３ 8.2～8.35 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ４ 6.5～7.2 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ４ 7.8～8.55 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ４ 8.55～9.05 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｇ５ 10.6～11.1 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 0.5～1.2 埋設物層 ×（鉛） ×（鉛） ○ ○
Ｂ 1.8～2.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 0.5～1.2 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 1.8～2.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ 0.5～1.2 埋設物層 ×（鉛） ×（鉛） ○ ○
Ｄ 1.8～2.5 埋設物層 ×（鉛） ×（鉛） ○ ○
Ｄ（鉛のみ） 2.5～3.0 周辺土壌 ×（鉛） ○
Ｄ（鉛のみ） 3.0～3.5 周辺土壌 ○ ○

犬谷

下開田

上開田

周辺土壌（表土）
周辺土壌（底土）
周辺土壌（表土）
周辺土壌（底土）

本郷

ダイオキシン分析
土壌汚染対策法地区名 採取箇所 採取深度(m) 分類

分析結果



調査の結果（３）

８

※櫨原地区については、埋設物層直下から岩盤となるため、周辺土壌の分析は実施できなかった。

○：基準値以下、×基準値を超過。

第２回委員会以降の分析結果は太枠により表示。

分析結果
水質汚濁＋ダイオキシン類

塚 Ｃ－２ 2.2 埋設物層 ×（ダイオキシン類）

地区名 採取箇所 採取深度(m) 分類

土壌環境基準 底質環境基準
溶出量試験 含有量試験

Ｂ 1.0～1.7 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 2.3～3.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 1.0～1.7 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 2.3～3.0 埋設物層 ○ ○ ○ ×
Ｃ－２ 3.0～3.5 周辺土壌 ○ ○
Ｄ 1.0～1.7 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ 2.3～3.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 1.5～2.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 2.5～3.0 埋設物層 ○ ×（鉛） ○ ○
Ｃ－２ 1.0～1.7 埋設物層 ○ ○ ○ ×
Ｃ－２ 2.3～3.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ 1.0～1.7 埋設物層 ○ ×（鉛） ○ ○
Ｄ 2.3～3.0 埋設物層 ○ ×（鉛） ○ ○
Ｂ 1.0～1.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 2.0～2.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 1.0～1.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 2.0～2.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｄ 1.5～2.0 埋設物層 ×（鉛） ○ ○ ○
Ｄ 2.0～2.5 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｂ 1.5～2.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○
Ｃ－２ 1.5～2.0 埋設物層 ○ ○ ○ ×
Ｃ－２ 2.0～2.5 周辺土壌 ○ ○
Ｄ 1.5～2.0 埋設物層 ○ ○ ○ ○

分析結果
土壌汚染対策法

ダイオキシン分析
地区名 採取箇所 採取深度(m) 分類

戸入

櫨原

塚

門入



第２回委員会での指摘事項

（１）犬谷、下開田の盛土の透水係数について

（２）犬谷、下開田の地下水位と河川水位との関係について

（３）鉛の存在形態による存置の検討について

９



埋設箇所の状況（犬谷地区）埋設箇所の状況（犬谷地区）
工事用道路１号線

揖斐川
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ボーリング調査状況
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埋設箇所の状況（下開田地区）埋設箇所の状況（下開田地区）

揖斐川
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粘板岩CL（Ｒ３０）の間隙比－透水係数

1.E-05

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

0.15 0.25 0.35

間隙比

透
水
係
数

（
㎝
/
s

）

試験値

推定値

第２回委員会での指摘事項（１）

・犬谷、下開田の盛土の透水係数について

犬谷、下開田の埋設物上の盛土の透水係数を、盛土材料に岩質、粒度分布が最も近い
材料の透水係数試験結果と盛土の間隙比の関係から推定。

透水試験結果はグラフのとおりであり、盛土時の施工管理資料から得られた間隙比（0.25
～0.29）から盛土の透水係数は1.9× 10-5 ～3.5×10-4（㎝/s）と推定される。

17

犬谷

下開田



266.0

267.0

268.0

269.0

2月10日 2月24日 3月10日 3月24日

Ｂ２

河川水位

278.0

279.0

280.0

281.0

2月10日 2月17日 2月24日 3月3日 3月10日 3月17日 3月24日 3月31日

Ｆ３

河川水位

・ 犬谷、下開田の地下水位と河川水位との関係について

犬谷、下開田地区は、貯水池内揖斐川本川沿いのダム集水域最下流にあり、他の地区と
比べて河川流量・流速とも大きな箇所に位置する。

犬谷、下開田の地下水位と河川水位の関係については、現地で測量を行いグラフの結果
を得た。この結果から犬谷の地下水位は河川水位変動の影響を受けるが、下開田の地下
水位については河川水位変動の影響を受けにくいことが分かった。これは、地下水位と河
川水位との関係及び盛土の透水係数の違い等に起因するものと考えられる。

なお、当該期間の河川水位については、融雪の影響により水位が高い傾向にある。

犬谷の地下水位と河川水位の関係 下開田の地下水位と河川水位の関係

3月28日 3月28日4月4日 4月4日

第２回委員会での指摘事項（２）

18

地下水位（B2) 地下水位（F2)

2月10日 2月10日
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・鉛の存在形態による存置の検討について

鉛の形態分析を実施することにより、鉛の存在形態が把握でき、土壌への吸着のしやす

さ、溶出のしやすさを評価することができ、存置の可能性の検討評価に用いることができる。

埋設物及び周辺土壌において鉛が基準値（溶出量試験・含有量試験）を超過していた、

上開田、櫨原、塚の３地区を含む５地区（浅い埋設深度）については、第２回委員会におい

て掘削除去する方針とされたことから、形態把握は行わないこととした。

第２回委員会での指摘事項（３）



２２．．処理処理方針について方針について

20



検討項目

Ⅰ．現状及び湛水後の物理環境

Ⅱ．汚染の状況

Ⅲ．処理方針について

21



Ⅰ．現状及び湛水後の物理環境
上開田、戸入、櫨原、塚

・自然河川の河岸段丘内に埋設されている（埋設深度０．５～２．２ｍ）。

・湛水後は貯水池運用上の最低水位以下、点検上の最低水位以上となる。水位変動の影響を受

けるため、表土消失の可能性がある。

・水位変動の影響により、埋設物及び周辺土壌が露出すれば、底質化、流亡及び溶出などによ

る周辺水質への影響の可能性がある。

犬谷、下開田

・貯水池内揖斐川本川沿いのダム集水域最下流に位置し、特に犬谷は地下水位が河川水位変動の

影響を受ける。

・護岸された盛土の直下にある。（埋設深度６．５～２１．７ｍ）。

・湛水後はダム点検上の最低水位以下となる。水位変動の影響を受けないが、ダム点検時の水位

低下時には出水による表土消失の可能性がある。

・出水の影響により、埋設物及び周辺土壌が露出すれば、底質化、流亡及び溶出などによる周辺

水質への影響の可能性がある。

門入

・貯水池外の自然河川の河岸段丘内に埋設されている。

・出水による表土消失の可能性がある。

本郷、白谷（掘削除去工事中）

・自然河川の河岸段丘内に埋設されている。

・出水により、埋設物及び周辺土壌が露出している（本郷は応急対策済み）。 22
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Ⅰ．現状及び湛水後の物理環境（２）
ダム運用等項目 ダム運用による環境条件の変化 環境変化と埋設箇所の該当 水環境への影響の可能性

貯水池外の
流入河川

出　水 ■流入河川に近接する埋設箇所あり
　（門入）

ダム運用

●EL.401m～391mの水位変動洪水調節

利水運用 ●EL.391m～363.5mの水位変動

ダム点検
（構造物の異常時）

●EL.363.5m～305mの水位低下
■変動域内に埋設箇所あり
　（上開田、戸入、櫨原、塚）

表土の消失の可能性

湛　水

●貯水池上流端付近の地形変化
　　（堆砂、背水の発生）

■堆砂影響範囲　･･･　埋設箇所なし

■背水影響範囲　･･･　埋設箇所なし

●EL.401m以下が水没 ■埋設箇所（門入除く）が水没 底質化及び溶出の可能性

表土の消失の可能性

■水位低下時（305m）の出水による
影響範囲内に埋設箇所あり
　（本郷、犬谷、下開田）

表土の消失の可能性

■変動域内　･･･　埋設箇所なし

底質化、流亡及び溶出などに
よる周辺水質への影響の可
能性



埋設箇所と貯水位との関係埋設箇所と貯水位との関係

・門入は貯水池外、その他の箇所はいずれも貯水池運用上の最低水位以下にあり、そ
のうち本郷、犬谷、下開田は、最低水位以下にある。

門入EL449m

洪水調節容量
123,000千m３

洪水期利水容量
257,400千m３

堆砂及び底水容量
279,600千m３

総貯水容量
660,000千m３

洪水時満水位
標高401.0ｍ

洪水期制限水位
標高391.0ｍ

最低水位
標高363.5ｍ

容量配分図

塚EL349m

犬谷EL.268m
下開田EL.281m

本郷EL.296m

櫨原EL354m白谷EL355m

上開田EL323m

戸入EL352m

EL.263m※

点検時の最低水位
標高305.0ｍ

（ 洪 水 調 節 の 水 位 変 動 ）

（ 利 水 運 用 の 水 位 変 動 ）

（ 点 検 時 の 水 位 低 下 ）

24



Ⅱ．汚染の状況（１）

・土壌汚染対策法に基づく土壌溶出量試験及び土壌含有量試験の分析結果について

は、鉛を除く全ての項目が、全ての地点の埋設物層で基準値以下であった。

鉛については、上開田の埋設物層及び周辺土壌、塚の埋設物層で鉛の土壌溶出基準

値（0.01mg/L）を超過している。また、上開田及び櫨原の埋設物層で鉛の土壌含有量基

準値（150mg/kg）を超過している 。

・ダイオキシン類対策特別措置法に基づくダイオキシン類の分析結果については、全ての

地点の埋設物層で土壌の汚染に係る環境基準値（1,000pg-TEQ/g）以下であったが、

水底の底質の汚染に係る環境基準値 （150pg-TEQ/g）を適用すると本郷、戸入、櫨原、

門入で超過している。ただし、本郷、戸入、門入の周辺土壌については、水底の底質の

汚染に係る環境基準値以下であった（櫨原については埋設物直下が岩盤であり、周辺

土壌は確認されていない）。

・塚については、埋設物層に地下水が接していたため、地下水の分析を実施したところ、

環境基本法に基づく地下水の水質基準値以下であったが、ダイオキシン類の分析結果

については、水質の汚濁に係る環境基準値（1pg-TEQ/L)を超過している。

25



Ⅱ．汚染の状況（２）

26

：土壌汚染対策法に基づく基準の超過地点の分析値

：ダイオキシン類特措法に基づくダイオキシン類による水底の低質に係る環境基準の超過地点の分析値

○：基準値以下

：ダイオキシン類特措法に基づくダイオキシン類による水質に係る環境基準の超過地点の分析値

第２回委員会以降の分析結果は太枠により表示。

本郷 上開田 上開田 上開田 上開田 戸入 櫨原 櫨原 櫨原 櫨原 塚 塚 門入 基準値

Ｉ Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ－２ Ｂ Ｃ－２ Ｄ Ｄ Ｃ－２ Ｄ Ｃ－２

埋設物
直下土壌

埋設物
層上部

埋設物
層上部

埋設物
層下部

埋設物
直下土壌

埋設物
層下部

埋設物
層下部

埋設物
層上部

埋設物
層上部

埋設物
層下部

埋設物
層内

埋設物
層上部

埋設物
層内

GL-3.5m
GL-1.0
～1.8m

GL-0.5
～1.2m

GL-1.8
～2.5m

GL-2.5～
3.0m

GL-2.3
～3.0m

GL-2.5
～3.0m

GL-1.0
～1.7m

GL-1.0
～1.7m

GL-2.3
～3.0m

GL-
2.2m

GL-1.5
～2.0m

GL-1.5
～2.0

土壌溶出試験 鉛(mg/L) ○ 0.011 0.012 0.014 0.015 ○ ○ ○ ○ ○ 0.011 ○ 0.01mg/L以下

土壌含有量試験 鉛(mg/kg) 分析中 242 282 3290 ○ ○ 690 ○ 430 330 ○ ○ 150mg/kg以下

330 ○ ○ ○ 170 ○ 170 ○ ○ ○ 170
1000pg-TEQ/g以下(土壌)
150pg-TEQ/g以下(水底の底質)

1.2 1pg-TEQ/L以下(地下水)保有水ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類(pg-TEQ/g)

土壌ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類(pg-TEQ/g)

採取地区

採取地点

採取箇所

採取深度

○

1.2



Ⅲ．処理方針について
・現状及び湛水後の物理環境、埋設物及び周辺土壌の汚染状況から処理方
針を確定する。

27

・白谷及び本郷は出水により埋設物が露出していたことから、白谷は既に処理（掘削除
去）している。本郷は処理（掘削除去）する。

・塚については、地下水に含まれるダイオキシン類が水質の汚濁に係る環境基準値を超
過しているため、処理工事時に周辺公共用水域の汚染の防止に努める。

上開田、戸入、櫨原、塚、門入、犬谷、下開田

処理方針
（案）

処理（掘削除去）する。

理由
・湛水による水位変動、もしくは出水の影響を
受ける。



３３．．処理処理方法について方法について
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検討項目

Ⅰ．掘削除去範囲について

Ⅱ．処理フローと二次汚染防止について

29



掘削除去範囲の考え方

○埋設物層及び土壌分析により汚染が確認された周辺土壌とその周囲を掘削除
去の対象とする。

○掘削後には底土の土壌分析及び地下水の水質分析を行い、汚染のないことを
確認する。

Ⅰ．掘削除去範囲について

30

埋設物層及び周辺汚染土壌

地表面（ＧＬ）
【掘削断面図】

掘削除去範囲



Ⅱ．処理フローとニ次汚染防止について(1)

事業用地内 二次汚染防止等のための

埋設物等の掘削

場内運搬車への積込み

場内運搬

仮置場での一時保管
（必要に応じた分別等）

場外運搬車への積込み

場外運搬

場外受入施設
（管理型最終処分場等）

１．事業区域内

●周辺土壌汚染の防止

●周辺公共用水域（河川水、地下水）の

●掘削廃棄物等の散乱の防止

●廃棄物等の適正な保管

●作業者の安全管理・作業環境管理の

２．事業区域外

●運搬時の生活環境保全

●廃棄物の適正な処理

31
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Ⅱ．処理フローとニ次汚染防止について（２）

掘削除去
出水による埋設
物の流出

流出防止工として大型土嚢及び
仮締切堤の設置等（塚、門入）

埋設物への雨水
の浸透・接触

掘削面へのシート敷設等（全箇
所）

埋設物と地下水
の接触

濁水を揚水し濁水処理設備によ
る排水処理等

場内運搬
運搬中の埋設物
の飛散

運搬車荷台へのシート掛け等（全
箇所）

場内一時保管
埋設物の飛散 保管ヤード周囲への仮囲いの設

置等

埋設物への雨水
の浸透・接触

埋設物上下面への遮水シートの
設置等

保管ヤード周囲への側溝の敷設
等

長期保管による埋
設物の性状悪化

埋設物の搬入・搬出口の個別分
離設置等（保管期間の短縮化）

想定ケース 具体的な対策工 程



４４．．埋設廃棄物に関する情報とその対応について埋設廃棄物に関する情報とその対応について
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洪水時満水位時の
湛水線

徳山ダム

徳山ダム事業用地内において、現在対策実施中の白谷を含め９箇所で廃棄物等が埋設さ
れていることを確認し、適正に対応するための調査検討を行っているが、第２回委員会後、
新たに２箇所（鬼生谷及び白谷下流）で埋設されている可能性がある情報が得られた。

白谷下流

鬼生谷

洪水時満水位時の
湛水線
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新たに情報が得られた箇所新たに情報が得られた箇所



埋設廃棄物等に関する今後の対応について
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・埋設情報確認のための調査等

情報が得られた２箇所については、他箇所と同様の手法により、埋設物の

確認のための調査を行う。また、埋設物が確認された場合には、適切に対応

する。

・埋設廃棄物に関する情報提供

埋設廃棄物に関する情報については徳山ダムホームページ

（http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/）や徳山ダム広報誌への掲載等に
より情報提供をお願いしていく。

・事業用地内の巡視強化及び確認調査

不法投棄等の防止の観点から事業用地周辺の環境パトロールによる巡視を
強化するとともに、事業用地内において過去に掘削、埋め戻しなどの地形改
変の形跡のある箇所を探索する現地確認調査を行う。



５．今後のスケジュールについて５．今後のスケジュールについて
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５．今後のスケジュール（案）

・委員会 第１回委員会（平成１７年１１月）

・調査手法

第２回委員会（平成１８年 ２月）

・調査結果、処理方針（案）

第３回委員会（平成１８年 ４月）

・調査結果、処理方針・処理方法等

第４回委員会（平成１８年 ８月予定）

・処理終了確認、最終報告書作成

・調査・分析 ～平成１８年６月

・埋設廃棄物処理 平成１８年４月～８月（予定）

・試験湛水開始 平成１８年秋～
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